
担当者名

2 開講時期 後期

講義 履修方法 選択

D3030 該当ＤＰ DP1,DP4

授
業
概
要

到
達
目
標

回

1 60分

2 60分

3 60分

4 60分

5 60分

6 60分

7 60分

8 60分

9 60分

10 60分

11 60分

12 60分

13 60分

14 60分

15 60分

割合

20%

30%

50%

メールアドレス

実務経験
との関連

オフィスアワー 金曜日9：10～10：40 hashimoto@orioaishin.ac.jp

試験結果は返却しません。

履修上
の注意

・ 「情報処理士」「上級情報処理士」「ビジネス実務士」の選択科目です。

まとめ～情報社会における個人の役割と責任 予習・復習・小論文

教科書 「Society5.0のキャリアを考える」ｎｏａ出版

参考書

成
績
評
価

方法 備考

小論文 小論文は評価して返却します。レポートは返却しません。

レポート・発表

期末試験

情報伝達の多様化と社会の変化 レポート課題・小論文

情報社会の進展 予習・復習・確認テスト

情報社会のもたらす影響と課題 予習・復習・小論文・確認テスト

プログラミング 予習・復習・小論文・確認テスト

情報通信ネットワーク 予習・復習・小論文

セキュリティを守る技術 予習・復習・確認テスト

予習・復習・確認テスト

情報のディジタル表現と処理 予習・復習・小論文

コンピュータのしくみ 予習・復習・小論文・確認テスト

問題解決の方法論とデータ 予習・復習・小論文・確認テスト

これまで人類は、狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）と歩んできて、現代の情報社会
（Society4.0）から第５の新たな社会（Society5.0）へと歩み入っていくと言われています。この講座では、これまでの人類の歩みを振
り返り、現代の情報社会について見つめ問題点や課題について洞察を深め、これから歩み入ってい行く新しい社会においにどう
向き合っていくかを考えたいと思います。

１．これまで人類社会がどのようなへ変遷をたどってきたか説明できる。
２．情報社会の様々な課題と対策について説明できる。
３．新たな社会について理解を深め、必要とされる知識を修得し、心構えをつくる。

授
業
計
画

授業内容 授業外学習（内容と時間）

ガイダンス～情報の概念 復習

情報の収集・整理 予習・復習・小論文・確認テスト

情報の加工・表現 予習・復習・小論文・確認テスト

情報の発信・交換と評価 予習・復習・小論文

情報の管理とセキュリティ

授業形態 単位数 2

ナンバリング

科目名 情報社会論 橋本哲宜(ﾊｼﾓﾄﾃﾂﾉﾘ)

開講年次 クラス


